
一
八

一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

―
―
所
得
税
廃
止
を
事
例
と
し
て
―
―

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、

問
題
の
背
景

０
　
一
九
世
紀
初
頭
の
議
会
内
外
の
動
き

０
　
所
得
税
の
導
入
と
そ
の
後
の
経
過

二
、

所
得
税
廃
止
直
前
の
議
会
内
外
の
動
き

０
　
陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議

０
　
圭摘
願
か
ら
み
た
議
会
外
の
世
論

三
、

所
得
税
廃
止
に
至
っ
た
議
会

０
　
所
得
税
を
め
ぐ
る
審
議

０
　
所
得
税
継
続
動
議
の
否
決

展
望

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

新

谷

伴

は
じ
め
に

一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
に
関
す
る
研
究
は
、　

一
九
六

〇
年
代
ま
で
は

「空
白
」
に
近
く
研
究
成
果
に
乏
し
か
っ
た
が
、

そ

う
し
た
中
で
、　

一
九
六
七
年
に
発
刊

さ

れ

た

Ａ

・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の

『
野
党
と
し
て
の
ホ
イ
ッ
グ
党
　
一
八

一
五
十

一
八
三
〇
年
』
は
と

目
に
値
す
る
著
書
で
あ

っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、

そ
れ
ま
で
の

一
九
世
紀
初
頭
の
イ

ギ
リ
ス
政
治
史
に
関
す
る
解
釈
で
は
、　

一
八
世
紀
特
に
一
七
六
〇
年

代
を
研
究
対
象
と
す
る
ネ
ー
ミ
ア
史
学

（Ｚ
や
ヨ
一①
許
許
キ
の
影
響
が

強
す
ぎ
て

「
政
党
」
Ｇ
い
市ヽじ

の
存
在
す
ら
否
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
批
判
し
、　

一
八
三
二
年
の
第

一
次
選
挙
法
改
正
以
前
に
お
い
て
も

「
ホ
イ
ッ
グ
党
」
対

「
ト
ー
リ
ー
党
」
の
二
大
政
党
制

（雪
ｏ
，将
将電
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一
八
十
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

りあ
”●
コ
）
的
な
側
面
が
強
く
み
ら
れ
た
こ
と
を
野
党

・
ホ
イ
ン
グ
党

を
中
心
と
し
た
分
析
か
ら
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
著
書
が
発
刊
さ
れ
た
以
後
、

主
に

一
九
七
〇

年
代
の
半
ば
か
ら
研
究
成
果
が
か
な
り
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ

ら
は
ネ
ー
ミ
ア
史
学
と
の
対
比
で
言
え
ば
、　

一
九
世
紀
初
頭
に
お
け

る

「
政
党
」
の
存
在
を
ほ
ぼ
青
定
し
て
お
り
、

な
か
で
も
、

オ
ゴ
ア

（４
）

マ
ン
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヒ
ル
は

「
ネ
オ

・
ホ
イ
ッ
グ
史
学
」
と
も
言

え
る
立
場
か
ら
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
見
解
を

一
層
展
開
し
て
」
犯
。

一
方
、

そ
の
他
の
研
究
は
第

一
次
選
挙
法
改
正
以
前
の
政
治
史
に

二
大
政
党
制
的
な
側
面
が
強
く
み
ら
れ
た
と
す
る
見
解
に
概
ね
否
定

（
６
）

的
で
あ
り
、

な
か
で
も
、
ク
ッ
ク
ソ
ン
と
ガ
ッ
シ
ュ
は
当
該
期
の
政

治
史
に
お
い
て
は
政
党
よ
り
も
内
閣

（
一
八

十
二
年
か
ら
二
七
年
ま

で
一
五
年
間
続
い
た

一
九
世
紀
で
最
長
命
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

（Ｐ
Ｏ
＆

Ｆ
お
も
８
一）
内
閣
に
注
目
し
て
」
淀
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
双
方
の
見
解
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
訳
で
は
な

い
。

む
し
ろ
、

こ
れ
ら
の
研
究
は
当
該
期
の
政
治
史
を
分
析
す
る
に

当
た
り
、

「派
閥
」
（ヽ
呂
す一ｏ
こ

の
関
係
な
ど
政
党
間
の
動
き
だ
け
を

重
視
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

当
該
期
に
形
成
さ

れ

て
き

た

「世

論
」
０
，
一）中ざ
８
一ｐ
中冒
）
な
ど
議
会
外
の
動
き
も

重
視
し
て
い
る

点
で
概
ね

一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、

社
会
史
家
の
パ
ー
キ
ン
の
一
八

一
五
年
か
ら

一
八
二
〇
年
ま
で
の
五
年
間
は

「
旧
き
社
会
」

●
ェ

リ８
中①
”じ

か

ら

「
新
し
き
階
級
社
会
」
曾
ｏ
電

命
一崩
の
る
ｏ
一の
こ
）

へ
の
本
格
的
な

（
８
）

転
換
期
で
あ
る
と
い
う
指
摘
、

Ｅ

・
Ｐ

，
ト
ム
ソ
ン
の
一
八
一
六
年

か
ら

一
八

一
九
年

ま

で

の
〓
一年
間
は

「
民
衆
急
進
主
義
の
英
雄
時

中小
４
　
（Ｆ
①、〇
【Ｏ
仰
ｍ
①　
Ｏ
馬
増
ｏ
●
Ｅ
【申
唱
〕郷
い
い
【Ｏｐ
】一りＲ
】）　
で
■
あ
字
わ
レこ
い
」
り
五
橋
一

摘
を
も
参
考
に
す
る
時
、

議
会
外
の
動
き
を
重
視
す
る
こ
と
は

一
層

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

一
九
世
紀
初
頭
の
政
治
史

を
み
る
と
、　

一
八

一
六
年
の
所
得
税

（Ｆ
８
ヨ
①
弓
い
し

の
廃
止
は

非
常
に
注
目
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
所
得
税
の
廃
止
は

一
八

一

〇
年
代
後
半
に
お
け
る
下
院
の
主
要
問
題
の
採
決
の
内
で
政
府
の
唯

一
の
敗
北
で
あ
り
、

こ
れ
を
め
ぐ

っ
て
請
願
運
動
を
中
心
と
し
た
議

会
外
の
世
論
の
高
揚
が
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

盆
そ
こ
で
、

こ
の
所
得
税
廃
止
を
事
例
に
、

対
仏
戦
争
終
結
後
の
議

会
内
外
の
動
き
の
分
析
を
通
じ
て
、

当
該
期
に
形
成
さ
れ
て
き
た
世

論
が

一
八

一
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
政
党
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
論
を

一
九
世

紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
を
考
察
す
る

一
つ
の
試
み
と
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

（上
）

史
料
と
し
て
は
、　

議
会
内
の
動
き
は

『
議
会
議
事
録
』
、　

議
会
外

（・２
）　　　　　　
　　　　　　
（・３
）

の
動
き
は
請
願
が

掲
載
さ
れ
て
い
る

『
下
院
日
誌
』、　
当
時
の
新
聞

等
に
よ
り
つ
つ
、

さ
ら
に
は
、

当
該
期
に
お
い
て
政
府
に
批
判
的
立

場
を
み
せ
て
い
た

『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

・
レ
ヴ

ュ
ー
』

（』
き
ヽ
中
ミ
いヽ
き

局
Ｓ
ヽヽ
Ｓ
）
、

所
得
税
に
対
す
る
反
対
運
動
を
め
ぐ

っ
て
指
導
的
役
割

を
果
た
し
た

（
下

既
議
員

ブ
ル
ー
ム

（■
・
田
８
■
∞
Ｆ

日
）
自
身

の
手

に
よ
る

『
書
簡
集
』
等
も
併
せ
て
参
考

に
す
る
。

一江

（
１
）

松
浦
高
嶺

「
１８
世
紀
」
（青
山

・
今
井

・
越
智

・
松
浦
編

『
イ
ギ
リ
ス

史
研
究
入
門
』
山
川
出
版
社
、　

一
九
七
三
年
所
収
）
、　

一
九

一
頁
。

（
２
）

＞
　
て
【邑
】の
Ｆ
　
増
ミ

ヨ
さ
時
ち
き

〇
ヽ
〉ヽｓ
ち、ヽ
単ｏ
ド

ヽ
段
や
登
も
】

〇
【
ｈｏ
【Ｐ

【ｏ
命
ド

（
３
）

ネ
ー
ミ
ア
史
学
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

松
浦
高
嶺
、

前
掲
論
文
、　

一

五
六
十

一
五
九
頁
参
照
。

（
４
）

そ
の
前
提
と
な
る

ホ
イ
ッ
グ
史
学

（
ホ
イ
ッ
グ
的
解
釈
）
の
概
要
に

っ
い
て
は
、

松
浦
高
嶺
、

同
上
論
文
、　

一
五
六
頁
参
照
。

（
５

）
　

可
　

〇

】Ｏ
ｏ
【
ヨ

伸
Ｐ

　

『
き
も
　
、

ミ

Ｓ
ヽい

Ｓ
ミ
ヘ
　
０
、

、
単
母

的

、ヽ
持

済
や

『
さ

や

、
お

．ヽせ

Ｌ
転

終

ミ

に
ｄ

Ｐ

糧

絶

）

Ｆ
ｏ
Ｆ
い
ｏ
Ｆ

【
ｃ
∞
ド

ロ

　

ョ
ト

■

と

】

的
ヽ
ヽヽ
∽ヽホ
釣
や
ヽ
」ヽや
ヽ
中もヽ

やヽ
′ヽ，マ
『
や
ヽ
中ヽ
ミリ
ヽ
ぺヽ
時
―ヽ
∞
的
時
】
〕Ｆ
Ｏ
，
い
Ｏ
ｏ
）
【０
∞
り

な
お
、

オ
ゴ
ア
マ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、　

そ
の
要
点
は

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
八
世
紀
後
半
か
ら
第

一
次
選
挙
法
改
正
以
前
の
選
挙
に
関
し
て
は
、

国
会
議
員
等
の
政
治
エ
リ
ー
ト
と

一
般
選
挙
民
と
の
相
互
依
存
関
係
は

「恭
順
」
食
①
ｈめる
呂
ｅ

の
関
一休
と
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
関
係
に
お
い

て
従
来
は
、

政
治
エ
リ
ー
ト
が

一
般
選
挙
民
を
自
由
に
支
配

・
操
作
す

る
よ
う
な
側
面
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
、

こ
の
た
め
、

選
挙
に
お
け
る

「腐

敗
」
合
９
置
軍
【ｏ
じ

と
い
う
側
面
も
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
た
。

ま
た
、

一
八

一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
下
院
で
の
議
員
の

投
票
動
向
を
分
析
し
た
結
果
、

従
来
の
研
究
で
は
否
定
的
で
あ

っ
た
二

史
苑

（第
二
十
巻
第

一
号
）

大
政
党
制
的
な
側
面
が
強
く
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
見
解
に
立
ち
、

オ
ゴ
ア
マ
ン
は
ネ
ー
ミ
ア
史
学
及
び
そ
の

影
響
を
受
け
た
従
来
の
研
究
を
批
判
し
て
い
る
。　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

オ
ゴ
ア
マ
ン
の
以
下
の
論
文
を
参
照
。

円
　
〇
）Ｏ

ｏ
【ヨ
い
Ｆ
】
へＤ
】①ｏ
〔ｏ
【停
中　
∪
命
ｈＯ【●
，
ｏ
ｏ
中，
　
（（Ｃ
■
■ｏ
ｏヽ
【３
ｏ
い
）豆

問
停
∞
】や
，
い
”　
岸
ヽ
〇
〇
―
一
∞
∞
や
ギ
　
蛍
Ｓ
ヽヽ
ヽ
やヽＳ
、
　
も
ヽ
　
■
ふ
ｏ
、
ｓ
ヽ
さ
　
ヽ
ヽ
劣ヽ
い
ｏ
ヽ
蛇
　
Ｏ
Ｏ

合
ｃ∞
じ
い　
い
ｏ
ｔ
　
へ均
Ｆ
ｏ
Ｆ
，
■亀
ｏ
ヨヽ
①い

ｏ中８
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
』
呂
ｐ
ｐ
ｏ
く
Ｒ
Ｆ
，

円

ｏ
∞
Ｆ

”
“

“　

い
す
①

ヨ

臣

心

【
い
デ

府

●
Ｆ

ヽ
す

ｏ
ｏ
ｐ

一
Ｆ
【
】

い
ｏ

ぃ
ず
０

刃

Ｏ
ｈ
ｏ
【
呂

卜

ｏ
付

Ｏ
ｈ
【∞
ω時
）・
晩
Ｓ
単
ヽ
ヽ
卜
軍
ｑ
や
ビ

中
【
（一０
∞
ｏ）
】
い
０
】
へ円
Ｄ
工
く
町
ユ
■
ド
リ

中，
　
いす
ｏ
　
同
Ｄ
【
】く
　
ワ
ヨ
，
ｏ
↑
ｏ
ｏ
，
一ず
　
（
）の
コ
↑
●
】
】
　

中
∞
【
や
‐
ω
Ｎ
Ｆ
　
　
高
〕ヽ
い
ヽ
ちヽ
や

」日
チ
き
ヽヽ
や
ヽ
ヽ
カ
ミば
さ
Ｓ

【ｏい
合
ｃ∞
『、）

（
６
）

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、

以
下
を
参
照
。

「
　

〇

・

∪

　

Ｏ

ｒ

【
Ｆ

　

Ａ
＞

ｏ

ｏ
ｐ
ｏ
【
ユ

日

す
ｏ
ｏ
【
ヽ

ｏ
～

『
Ｄ
二

浮

　

〇

●
Ｏ
ｏ
４

・

↑
【Ｏ
，
　
Ｄ
”
Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
く
ｏ
【
ｐ
ヨ

ｏ
つ
市

【
Ｏ
∞
∞
―
【
∞
い
ヽ
ギ
　
ヽ
ヽ
ヽ
し
ヽ
い
ヽ
ヽ
も
い
ヽ

【ヽ
ｏ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
　
Ｎ
∞

（
５

∞
Ｃ

一

甲

可
母

沼

ｒ

　

へ円
い
ユ

く

く

Ｒ

Ｊ

∞

ま

一
デ
ｏ

呂

ｏ
●
洛

ｏ
ヽ

Ｏ

ｏ
Ｂ

・

Ｂ

ｏ
Ｄ
の

冨

馬

Ｌ

∞
電

ギ

的

ヽヽ
い
ヽ
ヽ
ウ
辞

出

ヽ
し
き

ヽ

い
ミ

為

ｓ
ｃ
さ

Ｓ

ｃ
∞

往

ｃ
∞
じ

「

（
７

）
　

「
　

回
・　
Ｏ
ｏ
ｏ
汗
の
ｏ
ヽ
】
い
ｏ
ヽ
ミ

い

ヽ
ｏ
Ｓ
卜ヽ

ｏ
ｓ
ヽ
デ

ト

、
一ヽ
ま
さ
球
き

いヽ
ヽ
ｏ
ヽ

ヽ
∞
ヽ
街

―
ヽ
∞
時
ヽ
し　
　
樹
一い
中，
げ
Ｆ
【∞
ず
ヤ　
Ｈ
Ｃ
ヽ
い
〕
　
ワ
Ｆ
　
（り
い
ｏ
す
】
　

ドヽ
ヽ
りヽ
Ｏヽ
ｓ
ヽ
い
０や
　
ヽ
ヽ
ミ

、

ヾ

Ｓ

ヽ

一ヽ

も

）

口

・Ｏ

，

い

Ｏ

Ｆ

▼

【

〇

ヽ

Ｃ

専
　

ｏ

す

い

ｏ

　

例

（
８
）

呂
・
句
ｏヽ
汗
Ｆ
】
Ｆ
ざミ
〇
連
ば
ヽヽ
ち
や
ヽ
■
ふ
ｓ
、
も
ミ
中　
的
ヽヽ
い
矛ヽ
き

晩
ｏ
主
ヽ
せ

ヽ
Ｎ
∞
０
‐ヽ
い
∞
Ｇ
ヤ　
】Ｃ
〇
〇
ヽ
【の
ｏ
　
，口
Ｏ
ｐ
い
Ｏ
Ｄ
〕
い０
∞
】）
ｏ
・　
や
０
０

（
９
）
　
問
　
円
，
弓
す
ｏ
３
じ
のｏ
ｐ
】
『
ぎ
Ｑ
ヽ
卜
や
辞
ヽヽ
的
ｏヽ

きヽ
も
的
やヽ的
章
』き
一ミ
畳
ｊヽ
，

、、
一的
　
（
、
ぉ
り吟】
ＨＣ
Ｏ
ω
】
」ｏ
●
　
一『
Ｏ
】中ｏ
口
ｏ
　
口
Ｏ
ｏ
庁
∽】
岸〇
∞
や
】
ｏ
・　
Ｏ
〇
〇

（
１０
）

所
得
税
は
予
算
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、

以
下
で
い
う

「
議
会
」
は
、

下
院

（呂
ｏ
房
①
風

Ｑ
ｏ
ヨ
コ
ｏ
湯
）
が
主
な
対
象
と
な
る
。

（
１１

）

一翌

Ｓ

や

【
・ヽヽ

ヽ
Ｓ

Ｓ

や
き

建

じ

ヽ
き

ヽ
お

革

Ｓ

ヽ

き

も

ぷ

ミ

塩

畳

さ

- 28 -一―- 29 -―



‐
i「 'F,号

二
署

一
八

十
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

き

ヽ

や

さ

Ｓ

ヽ

翠

ミヽ

ン

句
一，
４

解

】
一①
Ｐ

く
ｏ
ｒ

ω
ド

樹

　

以

下

で

は

ヽ
や
ヽヽ
Ｋ

‐ヽミ
と
略
記
し
、　

ま
た
、

小
論
で
の
引
用
は
す
べ
て
第

一
シ
リ

ー
ズ
な
の
で
、

巻
数
と
頁
数
の
み
を
示
す
。

（
・２

）

き

ヽ
ヽ
ヽ
・

ヽ
ヽ
へ中
冴

Ｓ

、

革
き

ヽ
き

ま

ミ

ミ

、

Ｑ

畳

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
忌

Ｐ

く

ｏ
ｒ

ど

，

（
・３
）

中
央
紙
と
し
て
は

『
ザ

・
タ
イ
ム
ズ
』
（
『
き

Ｆ

ミヽ
し
、

地
方
紙
と

し
て
は
　
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
　
（単
さ
中ミ
き
い」ミ

学
さ
ヽ
ミ
ビ
）
を
利
用
し
た
。

な
お
、

後
者
は
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
で
ぁ
る
。

（
‐４
）
　
呂
ｏう
くヽ
『
ｏ
８
】
口
【ｏ
●
的
一〕い】停
）

巧
腎
資
　
田
い」ｏ
，
　
口
ｏヽ
●
∞
す
い
３
　
Ｄ
ｏ
α

く
ｐ
●
Ｊ

迎
ざ

い
ま
も
魯
ミ

月
ぎヽ
δ
Ｓ
ヽ
ヽ
き
ミ
せ

い
や
、ミ
的
も
ヽヽ
い
ヽ
ｓ
ミ
“

ヨ
や
ヽ
い母
や
や】

出ヽ
ミ
煮
、ふ

ω
く
ｏ
万
）
Ｚ
①モ

く
ｏ
【Ｆ

【∞
『
Ｔ
『ド
く
ュ
も
，

一
、

問
題

の
背
景

ω

一
九
世
紀
初
頭
の
議
会
内
外
の
動
き

最
初
に
、　

一
九
世
紀
初
頭
の
議
会
外
の
動
き
か
ら
み
て
い
く
と
、

そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
、

請
願
と
出
版
物
の
増
大
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

詰
願
は
当
該
期
に
そ
の
数
が
激
増
し
て
お
り
、

例
え
ば
、　

一
七
七

八
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
救
済

（Ｏ
ｐ
津
ｏ
中ざ

る
】一①
じ

を
め
ぐ

っ
て

は

一
五
の
請
願
、

そ
れ
に
続
く
経
済
改
革

命
８
Ｆ
ｏ
Ｂ
一８
一
る
ｈｑ
Ｂ
）

を
め
ぐ

っ
て
は
三
八
の
請
願
が
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
に
留
ま

っ
て
い

た
の
が
、　

一
八
二
八
年
の
審
査
法

・
自
治

体

法

（弓
ｏ
資

ｐ
＆

Ｏ
ｏ
や

い
る
。

そ
こ
で
、

小
論
も
当
該
期
の
議
会
内
の
動
き
を
と

り

あ

え
ず
、

「
政
府
党
」
対

「
野
党
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る

が
、

ま
ず
、

野
党
の
動
き
か
ら
み

て
い
こ
う
。

一
七
九
四
年
の
野
党
の
分
裂
に
よ

っ
て
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
（∪
●
汗
①

臥

円
ｏ
ユ
申
＆
）
派
は
ピ

ッ
ト

（電
・
口
Ｆ

市汗

く
ｏ
Ｆ
Ｆ
堀
じ

政
府

と
連
合
す
る
に
至

っ
た
が
、

野
党
に
留
ま

っ
た
フ
ォ
ッ
ク
ス

６
Ｌ
・

円
ｏ
ｘ
）
派
は
こ
う
し
た
状
態
に
斉
い
て
、　

一
七
九
七
年
か
ら

一
八
〇

一
年
ま
で
欠
席
戦
術

（り８
命
のの一ｏ
し

に
出
た
。
し
か
し
、

そ
の
欠
席

戦
術
も
殆
ど
効
果
が
な
く
、

こ
の
時
期
に
フ
ォ
ッ
ク
ス
派
か
ら
な
る

野
党
が
ピ
ッ
ト
政
府
に
有
効
に
対
抗
で
き
る
望
み
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

ア
ミ
ア
ン
の
和
約

（
一
八
〇
二
十
〇
三
年
）
の
崩
壊
後
、

フ
ォ
ッ

ク
ス
が
そ
れ
ま
で
の
反
戦
の
立
場
か
ら
戦
争
協
力
の
立
場
に
転
じ
た

こ
と
に
よ
り
、

ア
デ
ィ
ン
ト
ン

（■
・
＞
駐
一コ
∞
一ｏ
じ

内
閣
の

帥
神

政
策
に
反
対
し
て
い
た
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル

（Ｆ
Ｒ
ュ
Ｏ
思
Ｊ
く
≧
ｅ

派
と

フ
ォ
ッ
ク
ス
派
と
の
連
合
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

両
派
の
間
で
は
様
々
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
が
、

第
二
次
ピ
ッ
ト

内
閣
の
崩
壊
の
後
、

国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
に
組
閣

を
依
頼
し
、

さ
ら
に
、

そ
れ
ま
で
強
く
拒
否
し
て
い
た
フ
ォ
ッ
ク
ス

の
入
閣
を
承
詰
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
う
や
く
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
派
、

フ
ィ
ッ
ク
ス
派
等
の
連
合
か
ら
な
る
内
閣
が
誕
生
す
る
に
至

っ
た
。

こ
の
内
閣
は

「
挙
国
人
材
内
閣
」
（Ｉ
Ｊ
Ｆ
慢

ｏ
持
＞
再
津
①
弓
ｐ
Ｔ

史
苑

（第
五
十
巻
第
一
号
）

昭
碁
↑一ｏ
ｐ
＞
ｏ
市じ
　
の
廃
止
を
め
ぐ

っ
て
は
約
五
、

①
Ｏ
Ｏ
も

の
請

願
が
議
会
に
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
と
な

っ
た
。

小
論
の
主
要
な
問
題
で

あ
る
対
仏
戦
争
終
結
後
の
所
得
税
の
廃
止
を
め
ぐ

っ
て
は
約
四
〇
〇

の
請
願
が
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
が
、

こ
の
数
と
て

一
八
世
紀
末
の
そ

れ
と
比
較
す
れ
ば
、

顕
著
な
増
大
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

請
願
の
数
が
増
大
し
て
い
る
の
に
伴
い
、　

一
つ
の
請
願
に

お
け
る
署
名
数
も
増
大
し
て
お
り
、　

一
九
世
紀
の
初
頭
に
は
数
万
人

（
１
）

の
署
名
を
連
ね
た
請
願
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
、

出
版
物
も

一
八
世
紀
の
後
半
か
ら
当
該
期
に
増
大
を
み

せ
た
。

新
聞
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、

新
聞
に
貼
ら
れ
た
印

紙
の
数
は

一
八
〇

一
年
に
約

一
、

五
〇
〇
万
枚
で
あ

っ
社
わ
が
、　

一

八

一
六
年
に
は
約
二
、　

一
〇
〇
万
枚

へ
と
増
大
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
う
し
た
請
願
及
び
出
一版
物
の
増
大
等
は
、　

一
九
世
紀

初
頭
に
お
け
る
世
論

・
政
治
意
識

（葛
Ｆ
【８
】
８
湯
ｏ
一ｏ
湯
罵
りし
の

（
３
）

高
揚
に
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
。

次
に
、

当
該
期
の
議
会
内
の
動
き
を
み
る
が
、

そ
の
際
に
最
近
の

研
究
動
向
に
お
け
る
政
党
制
の
捉
え
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
ふ
れ
て
お

く
と
、

先
述
し
た
当
該
期
の
政
治
史
の
二
大
政
党
制
的
な
側
面
を
強

調
す
る
オ
ゴ
ア
マ
ン
も

一
八

一
五
年
以
前
の
そ
う
し
た
側
面
を
強
調

（
４
）

す
る
こ
と
に
警
告
を
発
し
て
い
る
ほ
か
、　

ハ
ー
ヴ

ェ
イ
は
当
該
期
の

政
治
史
を

「
政
府
」
命
ｏ
お
置
Ｂ
ｏ
ユ
）
と

「
野
党
」

６
ｏ
思
浄
一ｏ
じ

（５
）

と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
が
目
立

っ
て

命
Ｆ
市じ

と
呼
ば
れ
、　

フ
ォ
ッ
ク
ス
派
の
久
々
の
入
閣
に
よ

っ
て
諸
改

革

へ
の
期
待
が
も
た
れ
た
が
、
し
か
し
、　

一
八
〇
六
年
九
月
の
フ
ォ

ッ
ク
ス
の
死
後
、

内
閣
は

一
八
〇
七
年
の
初
め
に
奴
隷
貿
易
廃
止
と

い
う
唯

一
と
も
言
え
る
成
果
を
上
げ
て
ま
も
な
く
崩
壊
し
、

グ
レ
ン

ヴ
ィ
ル
派
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
亡
き
後
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
派
は
再
び
野
党
に

転
落
し
た
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
の
死
は
、

野
党
の
下
一院
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
、

野
党
に
は
見
る
べ
き

リ
ー
ダ
ー
が
登
場
し
な
か
っ
た
。

結
局
、

野
党
は
こ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
状
態
を
脱
し
切
れ
な

い
ま
ま
、

平
和
の
最
終
的
な
確
立
後

に
再
開
さ
れ
る
議
会
に
の
ぞ
む

（７
）

こ
と

に
な
る
。

一
方
、

第

一
次
ピ
ッ
ト
内
閣
の
崩
壊

（
一
八
〇

一
年
）
の
後
、

政

府
党
と
て
安
定
し
た
政
権
を
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ア

デ
ィ
ン
ト
ン
内
閣

（
一
八
〇

一
ｌ
①
四
年
）
、　

第
二
次
ピ
ッ
ト
内
閣

（
一
八
〇
四
十
〇
六
年
）
、　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
内
閣

（
一
八
①
七
―
○

九
年
）
、

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル

（″

円
ｑ
●瑠
い
じ

内
閣

（
一
八
①
九
十

一

二
年
）
が
、

い
ず
れ
も
短
命
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
そ
れ
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
う
し
た
政
府
党
の
混
迷
も

一
八

一
二
年
三
月
の
パ
ー

シ
ヴ
ァ
ル
内
閣
の
改
造
に
よ

っ
て
大
幅
に
解
消
さ
れ
、

同
年
六
月
に

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
内
閣
の
後
を
継
い
だ
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
内
閣
の
成
立
後

―- 30 -一- 3 1 -



一
人
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

は
、

政
府
党
の
結
集
は

一
層
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
、

平
和
の
最
終
的
な
確
立
後
に
再
開
さ
れ
る
議
会
に
、

政
府
党
と
野
党
は
対
照
的
な
形
で
の
ぞ
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一江

（１
）

以
上
の
請
願
の
増
大
に
つ
い
て
は
、次

を
参
照
。
■
〇
営
Ｓ
Ｐ

へＺ
ｏ電

丁
ヨ
●
∽
旨
，
ユ
牝
】

一Ｆ
毎
ｏ
　
合
い
し
▼
ヽ
芋
ヽ
「く
や
いヽ

卜
く
もヽ
「ミ
ミ
バ
▼

Ｆ
ｏ
朽
い
ｏ
ヽ
】
中ｏ
∞
中
】
ｏ
や
　
】
〇
〇
‐
【
【
〇

（
２
）

＞

ｐ
　
呂
偶
お
浮
　
的
・ヽや
ミ
ヽ

き
　
ヽヽ
ミ
　
的
ミ

督
　
望

ミヽ

終
Ｓ
き

〔
ヾ
ヽ
■
ミ
じ
）ヽ　
Ｐ
ｏ
，
阜
ｏ
ｓ
】
岸Ｃ
Ｎ
∞
】
ｏ
●
　
卜
り
‐
卜
Ｏ

（
３
）

口

や

田
さ
】浮

ヽ
ミ
ミ

ヘ
ミ

や

ミヽ

母ヽ

き
ヽ
〕
さ
や
き

ヽ
お
・ド
糧
熙
専

Ｆ
ｏ
Ｆ
」
ｏ
う
▼　
一ｏ
∞
働
　ヽ
●
　
Ｎ
ぺ
　
】
∩
十Ｏ
Ｏ
下
のＯ
ヨ
）
Ｇ
ヽ
ｆ　
へ
、い
　ヽ
０
・　
卜
『
∞
・

（
４

）
　

可
，　
〇

】Ｏ
ｏ
【
Ｂ

Ｄ
，
〉

、句
い
【
一
】

中Ｆ

一
ｒ
Ｏ
　
】
い
言
【

①
中∞
す
一
ｏ
ｏ
●
市
Ｆ

Ｏ
Ｏ
，
【
ｏ
，
く
ギ

】，
些
　
Ｑ
営
】】〕ｏ
，

（０
年
）
，
Ｇヽ
　
い
や
ｔ
ｏ
や
　
ｏ
Ｎ
‐
０
押

（
５
）

Ｅ
営
お
￥

ｏヽ

ｓ
■
】
甲

ト

（
６
）

グ
レ
ン
ブ
ィ
ル
派
は
ピ
ッ
ト
の
首
相
の
座
を
継
い
だ

ア
デ
ィ
ン
ト
ン

の
和
平
政
策
に
反
対
し
た
の
に
伴
い
、

政
府
側
か
ら
野
党
側

へ
移

っ
て

い
た
。

（
７
）

以
上
の
野
党
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
以
下
を
参
照
。

卜
　
∽
　
円
ｏ
ｏ
【Ｐ
　
よ
【チ
　
ヽ
ふ
ミ
δ
む
デヽ
　
〇
ヽ
ヽ
Ｇ
４
、
や

　ヽ
に
ヽ
ヽ
ヽ
―
ヽ
∞
的
や

Ｏ
ｘ
ｈｏ
０ヽ
ビ
【ｃ
ｏ
卜
）
●
●
　
卜
〇
ヽ
‐卜
の
Ｏ
　
〕
〔
】
〔
）Ｏ
Ｂヽｐ
ｐ
Ｓ
】
由Ｐ
Ｓ
ミ　
忘
Ｗ
ヽ
ヽ
ヽ
い
ヽ
ヽ
らも

ミ

さヽ

〕
・ヽ
計
や
辞
Ｓ
‐き

ヽ
せ

皆

』き
さ
【
ヽ
い
も
ヽ
鶴
ヽ

増
「
【卜
‐卜
Ｐ

（
８
）

ガ

ッ
シ
ュ
は
、

従
来
の
研
究
で
は
首
相
の
リ
ブ

ァ
プ
ー
ル
が
過
小
評

価
さ
れ
て
い
た
が
、

実
は
首
相
と
し
て
の
業
績
は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
■

刃
ｏ
汗
二

電
ュ
名
中じ

や
ピ
ツ
ト
と
並
ぶ
く
ら
い
高
か

っ
た

と

し

て

い

項
目
三
　
海
外
の
財
産
な
い
し
海
外
投
資
か
ら
の
所
得

項
目
四
　
そ
の
他
の
所
得

そ
し
て
、

項
目
ご
と

従
没
な

っ
た
査
定
を
し
た
ほ
か
、

申
告
方
法

は
自
己
申
告
制
を
と

っ
た
。

こ
の
ピ

ッ
ト
内
閣
の
所
得
税
は

一
八
①
二
年
の
ア
ミ
ア
ン
の
和
約

後
に
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た
が
、

翌
年
に
は
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
に
よ

っ

て
再
設
さ
れ
た
。

こ
れ
は
正
確
に
は
財
産
税

（句
る
鴨

電ヽ

弓
い
じ

と

さ
れ
た
が
、　

一
般
に
は
所
得
税
と
呼
ば
れ
続
け
た
。

ア
デ
ィ
ン
ト
ン
内
閣
の
所
得
税
は
課
税
率
を
半
減
し
て
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
し
、　

一
五
①
ポ
ン
ド
か
ら
六
〇
ポ
ン
ド
ま
で
の
所
得
に
減
税

措
置
を
と
り
、

免
税
点
は
従
来
通
り
六
①
ポ
ン
ド
と
し
た
が
、

ア
デ

ィ
ン
ト
ン
内
閣
の
所
得
税
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、

シ
云
ア
ュ
ー
ル

の
酔
＆
ュ
の
）
制
と
源
泉
徴
収
制
の
採
用
で
あ

っ
た
。

ま
ず
、

前
者

は
所
得
を
そ
の
源
泉
に
よ

っ
て
次
の
五
つ
に
分
け
た
。

シ
十一
デ

ユ
ー
ル
Ａ

土
地
、

家
屋
等
の
不
動
産
か
ら
の
所
得

シ
ェ
デ

ュ
ー
ル
Ｂ

借
地
農
の
所
得

（
通
常
、

地
代
の
四
分
の
三
と
査
定
）

シ
重
生

―
ル
Ｃ

公
債
利
子
か
ら
の
所
得

シ
ェ
デ

ュ
ー
ル
Ｄ

商
工
業
、

専
門
的
職
業
か
ら
の
所
得
、

そ
の
他
の
シ
ェ
デ

ュ
ー

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
Ｚ

Ｏ
以
Ｆ

い
や
ヽヽ

い
き
や
ヽ
８
一

Ｆ
Ｏ
Ｓ
ａ
Ｏ
，
】
岸ｏ
∞
ト

（
９
）

以
上
の
政
府
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
以
下
を
参
照
。

■
ざ
【く
①
】
　ヽ
Ｇヽ

　
い
、卜
】
●
伸
【
い
や　
〕
０
９
〕汗
のｏ
わ
】
Ｇヽ
・
〔
、卜
】
や
ｏ
　
Ｎ
‐α
・

０
所
得
税

の
導

入
と
そ

の
後

の
経
過

対
仏
戦
争
の
開
始
後
、

軍
事
費
を
中
心
と
し
た
国
家
経
費
は
急
激

離弾政毎李い説・九」辞中串拘山一守切れ中却斑「キ舶的徹卵

イ
ギ
リ
ス
税
制
を
特
徴
づ
け
る
間
接
一税
中
心
の
税
体
系
で
は
経
費
を

賄
い
切
れ
な
く
な
り
、

直
接
税
の
改
革
、

具
体
的
に
は
新
し
い
直
接

税
の
導
入
は
不
可
逆
と
な

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、　

一
七
九
九
年
に
ピ

ッ
ト
は
所
得
に
直
接
課
税
す

る
所
得
税
を
イ
ギ
リ
ス
史
上
初
め
て
導
入
し
た
が

（
こ
の
所
得
税
は

今
日
的
な
意
味
で
の
所
得
税
と
し
て
は
世
界
で
も
最
初
の
も
の
で
あ

る
）
、　

課
税
率
は

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、　

二
〇
〇
ポ
ン
ド
か
ら
六
〇
ポ

ン
ド
ま
で
の
所
得
に
は
減
税
措
置
を
と
り
、

免
税
点
は
六
〇
ポ
ン
ド

と
し
、

納
税
者
の
所
得
を
項
目

（Ｆ
ｇ
ｅ

ご
と
に
次
の
四
つ
に
分
け

た
。項

目

一
　

土
地
及
び
家
屋
か
ら
の
所
得

項
目
二
　
動
産
、

商
工
業
、

専
門
的
職
業
、

官
職
、

年
金
等
か
ら

の
所
得

ル
に
合
ま
れ
な
い
残
り
の
所
得

シ
ェ
デ

ュ
ー
ル
Ｅ

官
職
、

年
金
か
ら
の
所
得

（
シ
ェ
デ

ュ
ー
ル
別
の
税
収
割
合
は
表
１
参
照
）

ま
た
、

源
泉
徴
収
制
は
、

納
税
義
一務
者
自
身
が
直
接
納
税
せ
ず
に
、

企
業
等
が
納
税
義
務
者
の
給
与
等
か
ら
租
税
相
当
額
を
天
引
き
し
て

そ
れ
を
国
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

申
告
方
法
は
強
制
申
告

を
と

っ
て
い
る
の
と
同
様
の
効
果
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

脱
税
の
機
会
は
ピ

ッ
ト
内
閣
の
所
得
税
と
比
較
し

て
大
幅
に
減
る
こ
と
に
な
り
、

課
税
率
が
半
減
し
た
に
も
か
か
わ
ら

が
輸
収
は
さ
ほ
ど
減
少
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
そ
れ
を
裏
付
け

た
。こ

の
ア
デ

ィ
ン
ト
ン
内
閣
の
所
得
税
は
、

そ
の
後
の
内
閣
に
お
い

て
も
修
正
を
経
な
が
ら
継
続
さ
れ
、　

一
八
〇
六
年
以
後
は
こ
れ
に
よ

る
税
収
が
総
国
家
収
入

（Ｏ
Ｓ
協

『
ｏ
ビ
ざ

Ｆ
８
３
ｅ
　
の
約
二
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
続
け
た
。

こ
う
し
て
、

所
得
税
は
主
要
な
国
家
財

源
の

一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。

（以
上
の
所
得
税
制
の
変
遷
、

税
収

の
推
移
等
に
つ
い
て
は
表
２
、
３
参
照
）

以
上
、

所
得
税
の
導
入
と
そ
の
後
の
経
過
を
み
て
き
た
が
、

対
仏

戦
争
末
期
か
ら
始
ま
っ
た
不
況
に
対
す
る
政
府
の
経
済
政
策
に
つ
い

て
若
干
ふ
れ
て
お
こ
う
。

一
人
一
二
年
六
月
の
枢
密
院
勅
令

（〇
＆
●お

ま

ｏ
ｏ
●
呂
じ

の
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一
人
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

廃
止
及
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸
封
鎖
の
崩
壊
に
よ
り
、

景
気
は

一
時

的
に
回
復
の
兆
を
み
せ
た
も
の
の
、　

一
八

一
六
年
の
初
め
ま
で
に
は

農
美
の
み
な

あ
つ
商
工
業
に
も
不
況
が
拡
大
し
、

不
況
は
全
般
的
な

も
の
と
な

っ
た
。

し
か
し
、

政
府
は
こ
う
し
た
経
済
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

平
和

が
最
終
的
に
確
立
さ
れ
た

一
八

一
五
年
末
に
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
抗

経
確
略
待
抑
嘩
わ
卿
鞭
鞭
牢
懐
陸
睦
帥
力ヽ を

つ 継
輸
地

て
お
り
、

政
府
の

政
府
の
こ
う
し
た
対
応
の
ま
ず
さ
は
、

政
府
が
「浪
費
」
（盟
”Ｓ
ギ

や
醤
停
８
）

を
し
て
い
る
と
い
う
不
信
を
強
め
る
結
果
と

な

り
、

平

区

分区

和
の
最
終
的
な
確
立
後
に
再
開
さ
れ
る
議
会
で
も
、

野
党
の
攻
撃
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一江

（１
）

土
生
芳
人

「
ナ
ポ
レ
オ
イ
戦
争
期
の
イ
ギ
リ
ス
所
得
税
」

『法
経
学

会
雑
誌
』

（岡
山
大
学
）

一
二
―
四
、　

一
九
六
三
年
、

八
〇
頁
。

（２
）

以
上
の
第

一
次
ピ
ッ
ト
内
閣
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、　

以
下
を
参
照
。

田
，
刃
・
＞
・
∽
ユ
一∞
呂
ｐＰ
　
『
革
も
や
ヽ
や
ミヽ
　
鳴
ヽ
ヽ
】
一ｃ
岸ｒ
【ｏや
　
Ｚ
ｏ〓

く
Ｒ
Ｆ

５
さ
ヽ
●
ｏ
も
ド
態
キ
土
生
芳
人
、

前
掲
論
文
、

九

一
頁
、

九
二

十
九
五
頁
、

九
八
―

一
〇
〇
頁
。

（３
）

以
上
の
ア
デ
イ
ン
ト
ン
内
閣
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
。

史
苑

（第
五
十
巻
第
一
号
）

分

絆
一一∞
日
営
】
Ｓ
・
へ対
】
一
甲

懇
も
Ｐ

土
生
芳
入
、　

前
掲
論
文
、

九
二

頁
、

九
五
―
九
七
頁
、

九
九
―

一
〇
〇
頁
。

（
４
》

電

∽
３
い
二

的
へ
畳

豊

やヽ
ら

卜
ヽ
ヽ
へき

や
ヽ

き
も
を
」ミ

中ヽ
母

き

Ｑ
Ｓ

ｔ

中ミ
、じ
、　
、
∞
Ｇ
氏
―
ヽ
∞
ヽ
Ｇ
▼　
〕口
〇
，
い
Ｏ
コ
】
】
〇
岸
〇
】
や
ｏ
・　
卜
Ｏ
卜
‐
卜
０
中
・

（
５
）
　
Ｏ
ｏ
ｏ
汗
∽ｏ
申
】
Ｇヽ
・　
６
持
↓
●
●
・　
ヽ
い‐時０

二
、

所
得
税
廃
止
直
前

の
議
会
内
外

の
動
き

平
和
の
最
終
的
な
確
立
後
の
初
め
て
の
議
会
は
、　

一
八
一
六
年
の

二
月

一
日
に
開
会
さ
れ
た
。

そ
の
議
会
の
開
会
日
に
、

蔵
相
の
ヴ
ァ
ン
シ
タ
ー
ト
（Ｚ
・
く
い
，
宇

命偶
付）
は
課
税
率
を
半
減
し
て
所
得
税
を
継
続
す
る
意
志
で
あ

る
こ

と
を
早
く
も
表
明
し
た
が
、

翌
日
に
は
、

所
得
税
は
「永
続
的
な
税
」

（稲

ヨヽ
い
思
ユ

Ｓ
じ

と
し
て
で
は
な
く
、

二
、

三
年
間
の

「戦
時

税
の
継
続
」
↑
ｏ
ユ
Ｆ
患
一【ｏ
停
臥

Ｄ
ミ
畳

ｓ
も

と
し
て
提
案
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、

改
め
て
継
続
の
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
し
て
、

所
得
税
の
継
続
や
軍
隊
の
予
算
等
を
含
め
た
財
政
全
般

に
関
す
る
審
議
は
、

二
月

一
二
日
の
歳
出
委
員
会

（ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
Ｆ
８

臥

∽
●
崎
０
ギ
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

同
委
員
会
に
お
い
て
最
初
に
、

蔵
相
が
当
年
度
公

八

一
六
年
度
）

の
財
政
に
つ
い
て
概
算
報
告
を
行
っ
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ

っ
た
。

表 1 シ ェデュール別の税収害!合

分 税収額

国家収入
める割合

全体に占
める割合

1799年度
1800
1801
1802

1803
1804

1805
1806
1807
1808
1809

1810

1811
1812
1813

1814
1815

6,047

6,244
5,629

5,342
4,112
6,430

12,822
11,906
13,482
13,632

14,453

14,463
15,489

15,796
14,188
15,642

13 0
9 7

1 2 8
23 3

1 9 8
20 8
20 0

20 9

1 9 8
2 1 . 8
22 5

19.0
20 1

24,668

27,433

38,065

シェデューツレA

シェアュール B

シェデュール D

シェデュール E

計 崩盤|
(注)各 税収額は1803年 から1815年 の税収額

を合計したもの。次より作成した。
土生芳人 「ナポレオン戦争期のイギ リ
ス所得税」『法経学会雑誌』 (岡山大
学)1夕 4,1963年 ,101頁 。

第一次ピット内
閣の所得税
(1799年施行)

(注)税 収額の推移は次によった。
E.R.A.Seligman, Tん 夕r/7σθ722夕Tα″,
1911, repo New Yorと, 1970, p l15
税収額が総国家収入に占める割合は次よ
り作成した。
B.R.Mitchell,Aあ s方″αびサ?メB″ルサSん
ntstt。ァ,cα′ S″α″″s″ザcs, Cambridge,
1962, P  392,

挙国人材内閣の
所得税
(1806年施行)

課 税 率 1 0パー セ ン ト 5パ ーセ ン ト 6 . 2 5パーセ ン ト 1 0パー セ ン ト

免 税 点 60ポ ン ド 50ポ ン ド

表 3所 得税収等の推移(単位 :千 ポンド,%)

(単位 :千 ポンド,%)

表 2 所 得税制の変遷

に
　
制

別
　
ル

泉

　

一

源

　

ユ

の
類
デ

得
分

エ

所
５
シ

類分

嵩君森猪品
ン内

1露蒲嬉議
卜内

(1803年施行)|(1806年 施行)

申告方法 1 自 己申告
源泉徴収制によ
り強制申告と同
様の効果
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一
八
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

現
在
、

不
況
は
農
業
の
み
な
ら
ず
他
の
産
業
に
も
広
が
り
深
刻
で

あ
る
が
、

そ
の
救
済
策
と
し
て
第

一
に
課
税
の
軽
減
、

具
体
的
に
は

所
得
税
の
課
税
率
の
半
減
等
を
行
う
。

第
二
に
公
信
用
の
回
復
を
図

る
た
め
、

公
債
発
行
を
行
わ
ず
た

減
債
基
金

（りま
軍
ｐ
∞
ｒ
ｐ
ｅ

に

よ
る

一
、

四
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
公
債
払
上
戻
し
を
行
う
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
。

歳
出
の
主
な
項
目
と
し
て
海
軍
予
算

（Ｚ
脚
卓

問
登
ヨ
甲

活
の）
と
陸
軍
予
算

（卜
，巨
く
Ｈ〕空
呂
”
古●じ

が
あ
る
が
、

前
者
は
総

人
員
三
万
三
、

①
Ｏ
①
名
、

総
額
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、

後
者
は
総
人

員

一
四
万
九
、

○
○
○
名
、

総
額

一
、

二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
、

そ
の

他
を
含
め
て
歳
出
は
全
体
で
約
二

、
九
四
①
万
ポ
ン
ド
と
な
る
見
通

し
で
あ
る
。　

一
方
、

歳
入
の
主
な
項
目
と
し
て
所
得
税
、

イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
か
ら
の
貸
付
等
が
あ
り
、

歳
入
は
全
体
で
二
、

六
七
〇
万

（
２
）

ポ
ン
ド
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

以
上
が
蔵
相
の
概
算
報
告
の
概
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
た

ち
ま
ち
野
党
議
員
か
ら
、

現
れ
の
よ
う
な
平
和
時
に
な
ぜ

一
七
九
二

年

（
対
仏
戦
争
開
始
の
前
年
）
と
比
較
し
て
何
倍
も
の
陸
軍
を
配
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

（表
４
、
５
参
照
）
、　

課
税
率
が
半
減

さ
れ
る
と
は
い
え
、

な
ぜ
所
得
税
が
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、と

い
う
旨
の
反
対
意
見
が
浴
び
せ
ら
れ
、

「批
判
の
嵐
六
の付ｑ
日

臥

骨
中”ユ
∽ヨ
）
と
い
う
様
相
を
呈
し
苺
〕

こ
れ
以
後
、

所
得
税
を
め
ぐ
る
審
議
は
議
会
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

請
願
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
を
含
め
て
活
発
に
展
開
さ
れ
、

陸
軍
予

翌
日
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、　

二
月
二
六
日
に
陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
並
行
し
て
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

政
府
と
し
て

は
所
得
税
継
続
の
動
議
を
短
期
間
の
う
ち
に
可
決
し
て
問
題
を
早
期
に

処
理
し
た
か

っ
た
が
、

陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議
が
予
想
以
上
に
長
引

い
た
た
め
に
、

動
議
の
提
出
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

な
お
、

海
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
が
廃
止
さ
れ
た
後
に

本
格
的
な
審
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

野
党
の
反
対
が
陸
軍
予
算
に
集
中

し
た
こ
と
か
ら
、

小
論
で
は
特
に
扱
わ
な
い
。

０
陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議

陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議

に
お
い
て
は
、

野
党

の
反
対
意
見
は
、

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

算
を
め
ぐ
る
審
議
も
二
月
二
六
日
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議
と
議
会
外
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
請
願
を
、

所
得
税
廃
止
直
前
の
議
会
内
外
の
動
き
と
し
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
方
営

の
中貝

年９２‐７
人

注ヽヽ
や
ヽ
しヽ
ヽ
きデ　
メ、ｏ
メ
　
ω時
・　
ｏ
　
∞Ｏ
ｔ
（）０

、中
団ヽｆ　
メ、〇
一
　
ω
Ｎ
・　
●
●
　
ω『
Ｏ
‐∞∞
Ｃ
・

∽
ヨ
”
二
）
ｓヽ
・
ユ
中ｔ
や
・
卜
の
ド

議
事
経
過
か
ら
み
る
と
、

所
得
税
を
め
ぐ
る
審
議
は
議
会
開
会
日
の

政
府
提
案
の
大
規
模
な
陸
軍
が
も
た
ら
す
影
響
な
ど
に
対
し
て
向
け

ら
れ
た
。

そ
の
先
頭
を
切

っ
た
の
は
、

若
き
ラ
ッ
セ
ル
（Ｆ
Ｒ
い
よ
Ｊ
浮
刃
湯
‐

∽畳
）
で
あ

っ
た
。

彼
は
大
規
模
な
降
一軍
す

な

わ
ち

「常
備
軍
」

の
付い
＆
ま
∞
餞
コ
じ
の
存
在
に
よ
っ
て
「人
民
六
鴨
ｏ
均
【ｅ
の
「自
由
」

体
報
難
範
宇
暉
薩
嘩
肇
紳
し
（
る

線
鞠

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

節
約
的

ま
た
、

会
期
中
、

野
党
の
指
導
的
立
場
に
あ

っ
た
ブ
ル
ー
ム
は
、

陸
軍
予
算
と
所
得
税
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

双
方

が

「
国
制
」
合
ｏ
湯
岳
島
中ｏ
じ

に
適
合
し
な
い
も
の
で
あ
り
、

「軍

準
細

嚇
付
布
薙
嘱
韓
嘱
帽
巾
が
辞

じ

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

こ
う
し
た
二
人
の
意
見
は
、

お
お
よ
そ
野
党
の
反
対
意
見
を
要
約

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

結
論
的
に
い
う
と
、

野
党
の
反

鍵
押戦
巾つ模舶鞭申棘勝岸加〕る選
錮
ぱ
ギ嘩中頼

「
国

制

に

そ

ぐ

わ

な

い

」

曾

Ｄ
８

秘

吾

景

一ｏ
思

じ

も

の

で

あ

る

こ

と

の
二
つ
の
観
点
か
ら
主
に
述
べ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

野
党
の
そ
の
他
の
反
対
意
見
と
し
て
は
、

現
在
が
極
め
て
安
定
し

た
平
和
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

そ
れ
故
、

人
員
数
の
大
幅

な
削
減
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
な
ど
が
出
さ
れ

た
。

表 5 軍 事費の比較

(単位 :ポ ン ド)

1啓蜜聾蜜1誓躍多望

250万

2,350万

約 180

約 130

承9 550

陸   軍
(Army)

海   軍
(Navの

軍 需  品
(Ordnance)

維   費
(MiSCCllancOus)

計

(注)次 よ り作成 した。

r=α″sα″ガ, 、
ア01. 32, PP, 383-387,

pp 525-526.

4 3 2 1

(単位 :人)

表 4 陸 軍の人員の比較

政府提案の
人   員

25,000

25,000

49,000

15,900

1,900

イギ リス本国

アイッレランド

植  民  地

(注)次 よ り作成 した。
Ha″ sαrガ, V01 32,  pP

pp 813-814, p. 1094

!告!:|十  1
384-386,

―- 36 -一-37-



一
八
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

以
上
の
野
党
の
反
対
意
見
を
み
る
と
、

政
府
提
案
の
大
規
模
な
陸

軍
を
イ
ギ
リ
ス
の

「
国
制
」
や

「自
由
」
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

一
方
、

こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
意
見
を
み
る
と
、

そ
の
主
な
も
の

は
、

政
府
案
は
決
し
て
永
続
的
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
意
見
で
あ

っ
工に
。
＞」
（γ
占
伴
ほ
奴ヤ鞠

却
の
〓
カ
ー
ス
ル
レ
―ヽ
（メ
、【のｏＯ
Ｆ
Ｆ
市
∩
十い
のと
ＯＨ●い
∞
ｒ
）

が
特
に
強
調
し
た
が
、

政
府
案
は
永
続
的
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る

意
見
の
背
景
に
は
、

政
府
全
体
に
政
府
案
は
戦
争
か
ら
平
和

へ
の
過

渡
期
と
い
う
状
況
が
必
要
と
さ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
考
え

方
が
支
配
的
だ

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

従

っ
て
、

政
府
の
意
見
に
は
、

野
党
の
意
見
に
み
ら
れ
た
イ
ギ
リ

ス
の

「
国
制
」
や

「
自
由
」
に
関
す
る
問
題
の
言
及
は
殆
ど
み
ら
れ

な
か

っ
た
。

し
か
し
結
果
と
し
て
は
、

予
想
以
上
に
審
議
が
長
引
き
、

野
党
か

ら
激
し
い
反
対
意
見
が
浴
び
せ
ら
れ
た
の
に
加
え
て
修
正
動
議
が
い

く
つ
か
提
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

陸
軍
予
算
は
三
月
六
日
か

ら

一
五
日
に
か
け
て
ほ
ぼ
政
府
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

採
決
に
お
け
る
投
票
動
向
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

政
府
の
獲
得
票
数
は

一
九
〇
票
か
ら
二

一
〇
票
に
留
ま

り
、

野
党
の
獲
得
票
数
と
の
差
も
六
八
か
ら
八
二
票
で
、

政
府
の
圧

倒
的
多
数
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、

議
員
の
出
席
数
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

（当
該
期
の
下
院
議
員
数
は
六

五
八
）

所
得
税
継
続
の
動
議
が
提
出
さ
れ
る

（提
出
日
は
二
月

一
人
日
）

直
前
の
こ
う
し
た
投
票
動
向
に
留
意
し
て
お
こ
う
。

注員ヽ
や
ヽ
りや
・ヽＳド

　
コ
、Ｏ
ｒ
　
ω
時
）
句
や
　
∞
ト
ト
‐∞
卜
Ｏ
・

母ヽ
ミヽ
一ｔ
　
メ
〇ヽ
≡
　
ω
や
）
ｏ
∞
り
０
・

こ
う
し
た
軍
事
独
裁
制

あ
る
い
は
常
備
軍
に
反
対
す
る
考
え
方
は
、

今
会
期
中
に
突
然
現
わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、

絶
対
王
政
期
以
来

の
反
常
備
軍
思
想

（＞
ユ
一母
日
】

Ｅ
８
】ｏ
∞
じ

の
流
れ
の
中
に
あ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
反
常
備
軍
思
想
の
起
源
と

一
八
世
紀

に
お
け
る
展

開
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

Ｆ

Ｏ

絆
げ
者
８
【●Ｆ

合
望
Ｇ
警
ゃ
ヽ
単
ヽ
い

卜
‐ヽヽ
〕革
もち

▼ヽ】】　
均
き
　ヽ
卜
革ヽ
やヽ
ヽ
ミ
く
　
ヽヽ
もｏ
ｏヽい
覧
　
」ヽ
　
晩
どヽ
もヽ
革
も母
ミ
ヽ
・

（ざ
ヽ
き
ヽヽ
セヽ
的
ヽヽ
い
おヽ
ヽ
ミ
・　
口
Ｄ
Ｆ
≡
ど
ｏ
【ｐ
　
ぞ
【い
こ
　
】ｏ
Ｎ卜
・　
ｏす
Ｄ
甲
　
中】
ｏ
す
い
ｏ
や

０
や

虫ヽ
や
ヽ
りヽ
ヽ
３ド
　
コ
、Ｏ
ｒ
　
ω
時
】
ｏ
　
一
ｏ
ｏ
∞
】
卜や
０
中・

外
相
の
カ
ー
ス
ル
レ
ー
は
、　

陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議
が

一
〇
日
間

も
行
わ
れ
て
い
る
と
嘆
い
た
。
Ｓ
ミ
≡
く
ｏ
ｒ
樹
】
甲

樹
ド

０
請
願
か
ら
み
た
議
会
外
の
世
論

会
期
中
、

（
所

擦
税
に
関
し
て
は
、

約
四
Ｏ
①
の
請
願
が
議
会
外
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
が
、

そ
れ
ら
の
請
願
は
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。

『下
院
日
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
請
願
の
大
半
を
占
め
る
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
請
願
の
場
合
で
み
る
と
、

請
願
を

一
つ
も
寄
せ

5  4 3  2  1

て
い
な
い
州
は
北
部
の
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド

（Ｑ
Ｆ
日
汀

一ヽＤ
Ｆ
ｅ
　
州
と

ウ

ェ
ス
ト
モ
ー
ラ
ン
ド

（電
ダ
キヨ
ｏ
一ヽ”
登
）
州
の
二
州
だ
け
で
あ

っ

た
。請

願
全
体
を
通
し
て
特
徴
的
で
あ

っ
た
の
は
、

第

一
に
は
、

所
得

税
は
戦
時
税
と
し
て
の
み
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

請
願
者
は
対
仏
戦
争
期
間
中
に
所
得
税
等
の
重

税
に
忍
耐
強
く
耐
え
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、

平
和
の
到
来
に
よ

っ

て
当
然
そ
れ
ら
か
ら
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

故
に
所
得
税
も
廃

止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
請
願
者
の
考
え
方
で
あ

っ
た
。

第
二
に
は
、

所
得
税
の
も
つ
性
格
に
対
す
る
批
判
が
非
常
に
多
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、

所
得
税
は
「
不
正
で
あ
る
」

含
ユ
あ
”）
、

「
不
公
平
で
あ
る
」
曾
罵
０
，
ｐ
じ
、

「圧
制
的
で
あ
る
」

（８
■
の
りの一く
じ
、

「
国
制
に
そ
ぐ
わ
な
い
」

曾
居
ｏ
湧
ヨ．
島
一ｏ
思
じ
、

イ
ギ
リ
ス
人
の

「自
由
に
反
す
る
」
合
ｏ
ュ
下

Ｓ

ュ
・
】予
ｑ
”中●じ
、

「
私
的
な
内
情
を
暴
露
し
て
し
ま
う
」

舎
ｘ
ｔ
ｏ
を
お

ｏ
ｈ
津
ｏ
寸

昭
亨

ざ
一ｏ
８
呂
９
易
）

な
ど
の
性
格
を
も
つ
も

の
で
あ
る
と
い
う
厳
し

い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
と
類
似
し
た
表
現
に
よ
る

批
判
は
数
多
く
み
ら
れ
た
。

第
三
に
は
、

殆
ど
の
請
願
が
所
得
税
の
廃
止
を
主
張
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
が
、

そ
の
際
に
ど
ん
な
修
正
が
な
さ
れ
て
も
、

所
得
税
の

継
続
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

っ
た
。

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

第
四
に
は
、

「経
費
節
減
六
思
市お
呂
Ｆ
日
の
ユ
）
、

「節
約
」

舎
８
甲

ｏ
コ
じ
　
の
実
行
の
要
求
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ

ら
が
実
行
さ
れ
れ
ば
所
得
税
の
継
続
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
主
張
も

数
多
く
み
ら
れ
た
。

請
願
の
そ
の
他
の
主
張
と
し
て
は
、

所
得
税
と
陸
軍
予
算
が
密
接

な
関
連
に
あ
る
と
い
う
指
摘
、

所
得
税
は
今
後
永
続
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
い
う
指
摘
の
ほ
か
、

税
制
の
浸
透
に
よ

っ
て
あ
ら
ゆ
る
者
が

効囃輸巾ウ騨披暖切】小韓準】庫府「叩娘時の（邦容算ギ唯聯

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
指
摘
が
み
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
主
張
を
か
な
り
含
ん
で
い
る
ロ
ン
ド
ン
の
シ

テ
ィ
ー

（Ｑ
すヽ
）
の
市
長
、

参
事
会
員

（＞
】符
Ｈヨ
●
じ

な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
請
願
を
紹
介
し
よ
う
。

そ
の
請
願
は
次
の
よ
う
に
訴
え

て
い
た
。

「
我
々
請
願
者
は
、

陛
下
の
政
府
が
我
々
の
確
信
と
議
会
の
厳
粛

な
る
信
頼
を
一異
切
り
、　

一
般
に
は
財
産
税
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
得
税

の
継
続
ま
た
は
修
正
を
議
会
に
提
案
す
る
意
志
で
あ
る
こ
と
を
最
も

強
い
驚
き
で
知

っ
た
。
…
…

（
中
略
）
…
…
個
人
の
勤
労
と

一
時
的

な
不
安
定
な
財
産
か
ら
生
ず
る
短
期
間
の
所
得
に
、

確
固
た
る
永
久

的
な
財
産
か
ら
生
ず
る
所
得
と
同
比
率
で
課
税
す
る
不
公
平
及
び
不

正
は
、

当
然
拒
否
さ
れ
る
べ
き
で
、

即
座
に
議
会
に
よ

っ
て
認
識
、

感
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
諸
事
と
個
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人
の
事
情
に
、憎

む
べ
き
、勝

手
な
、

ひ
ど
く
き
ら
わ
れ
る
細
か
な
立

入
り
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
所
得
税
が
執
行
さ
れ
る
方
法
は
、

さ
ら

に

一
層
腹
立
た
し
く
、

不
正
で
、

圧
制
的
で
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
の
自

由
に
反
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
感
情
に
そ
む
き
、

さ
ら
に
イ
ギ
リ

ス
の
国
制
の
諸
原
理
に
反
す
る
。

我
々
請
願
者
は
、

農
業
利
害
が
不

況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
態
及
び
彼
ら
に
の
し
か
か
っ
た
重
荷
が
も

た
ら
す
破
滅
を
き
た
す
よ
う
な
影
響
を
深
く
感
じ
取

っ
て
い
る
。

我

々
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

工
業
及
び
商
業
も
同
様
に
不
況
に
さ

ら
さ
れ
、

さ
ら
に
同
様
に
課
税
の
重
荷
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
と
申
し

立
て
た
い
。
…
…

（
中
略
）
…
…
、

前
例
の
な
い
困
難
を
極
め
た
戦

争
期
間
中
、

忍
耐
強
く
最
も
苛
酷
な
負
担
と
窮
乏
に
服
従
し
て
き
た

の
で
、

我
々
請
願
者
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
平
和
の
回
復
に
お
い
て

戦
時
体
制
の
諸
負
担
と
戦
時
諸
税
か
ら
救
済
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い

た
し
、

少
な
く
と
も
、

そ
れ
ら
あ

中
で
最
も
不
快
な
最
も
圧
制
的
な

も
の

（
所
得
税
）
が
廃
止
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
。

我
々
は
必
要

と
さ
れ
る
諸
改
革
及
び
す
べ
て
の
不
必
要
な
官
職
、

年
金
、

閑
職
の

廃
止
を
伴
う
よ
う
な
国
家
支
出
の
削
減
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
由
を
破
壊
し
、

人
民
の
平
和
と
幸
福
を
破
壊
す
る
税
の
継
続
を
求

め
る
日
実
が
な
く
な
る
こ
と
を
心
か
ら
希
望
し
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の

諸
問
題
を
真
剣
に
考
慮
す
る
よ
う
議
会
に
懇
願
す
る
。

我

々
は
ど
ん

な
修
正
、

ど
ん
な
変
更
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、

所
得
税
継
続
の
た

め
の
提
案
を
拒
否
し
、

そ
し
て
、

国
民
の
負
担
を
緩
和
し
、

人
民
の

自
由
、

繁
栄
、

幸
福
を
促
進
す
る
よ
う
最
も
よ
く
考
慮
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
に
満
足
す
る
で
あ
ろ
充
Ｆ

（
カ
ッ
コ

内
及
び
傍
点
は
引
用
者
）

た
だ
し
、

所
得
税
支
持
の
請
願
も
ご
く
わ
ず
か
に
寄
せ
ら
れ
て
い

た
が
、

そ
れ
ら
の
請
願
で
さ
え
も
所
得
税
の
修
正
及
び
経
費
節
減
を

要
求
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、

請
願
に
名
を
連
ね
た
者
の
顔
ぶ
れ
に
つ
い
て
付
け
加
え
て

お
く
と
、

地
主
か
ら
商
工
業
者

（弓

やヽ
伊
【し
、
ヨ
ー
マ
ン
（く
８
ヨ
命
じ

な
ど
多
彩
で
あ
り
、

単
に
住
民

（Ｆ
ｒ
挙
一Ｓ
≡
じ

と
さ
れ
て
い
る
者

が
最
も
多
か
っ
た
。

以
上
か
ら
、

請
願
か
ら
み
た
議
会
外
の
世
論
が
所
得
税
、

特
に
そ

の
継
続
に
強
く
反
対
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

一江

（１
）
　
『
下
院
日
誌
』
に
は
約
四
〇
〇
の
請
願
の
殆
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

筆
者
は
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
ｏ

（２
》

こ
れ
に
関
し
て
は
、

『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
が
、　

一
八
一
五
年
の
穀
物
法
制
定
反
対
運
動
に
全
く
加

わ
ら
な
か
っ
た
カ
ン
ト
リ
ー
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
が
積
極
的
に
所
得
税

廃
止
運
動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
ほ
か
、

急
進
主
義

研
究
の
マ
ヨ
ビ
ィ
ー
は
、所

得
税
を
支
払
っ
て
い
な
い
労
働
者

（電
Ｒ
Ｔ

≡
∞

日
ｇ
）

も
所
得
税
に
反
対
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
を

指
摘

し
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
″

呂
岩
８
げ
Ｆ

的
ヽヽミ

きヽ

脚
Ｓ
ｓＦ
ｓ
Ｓ
ヽ
」ら
ヽ
や　
ヽ
Ｎ
∞
島
‐
ヽ
∞
的
ヽ
専　
中口
Ｏ
コ
“
Ｏ
ｏ
し　
淳
０
り
０
】
ｏ
・　
ω
一
ω
・

（３
）

く
ミ
ミ
ヘミ
』

ミ
″

き
ヽ

■
ミ
Ｋ

ｓ氏

Ｑ
豊
ヽヽ
き
ヽ
】

く
単

『
≡

ｏ
や

や
〇
‐
ω
Ｏ
・

三
、

所
得
税
廃
止

に
至

っ
た
議
会

ω
所
得
税
を
め
ぐ
る
審
議

所
得
税
を
め
ぐ
る
審
議
が
特
に
活
発
化
す
る
の
は
、

二
月
二
六
日

に
蔵
相
が
二
日
後
の
歳
入
委
員
会

（Ｏ
ｏ
日
ヨ
吾
器

ｏ
ｈ
電
Ｄ
あ

ｐ
Ｆ
は

Ｉ
ｇ
湯
）
で
所
得
税
の
継
続
を
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
表
明

し
て
か
ら
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、

野
党
か
ら
政
府
は
人
民

の
声

・
感
情
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
意
見
や
問
題
の
処
理
を
急
ぐ

こ
と
は
国
制
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

こ
れ
以
後
、

野
党
の
批
判
は
激
し
さ
を
増
す
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
所
得
税
を
め
ぐ
る
審
議
に
お
い
て
は
、

野
党
の
反
対
意

見
は
税
の
も
つ
性
格
に
対
し
て
主
に
向
け
ら
れ
た
。

そ
の
先
頭
的
存
在
で
あ

っ
た
ブ
ル
ー
ム
は
所
得
税
を

「
最
も
審
問

的
か
つ
最
も
圧
制
的
、

さ
ら
に
最
も
耐
え
難
い
税
」
（３
ｏ
資

す
Ｏ
Ｆ
Ｔ

一５
】
一と

い
ｏ
い

ヨ
２
市
ｏ
一
●
応
稼
Ｔ
ｐ

ｐ
ｓ
色
Ｂ
２
”
一ユ
巴
ｑ
Ｄ
Ｅ
●
さ
ｘ
）

と
し
た
ほ
か
、

同
じ
く
審
議
に
お
い
て
反
対
の
先
頭
に
立

っ
た
ペ
ア

リ
ン
グ
（＞
・
弱
伐
Ｊ
し

も

「
憎
む
べ
き
か
つ
圧
制
的
な
税
六
＆
淳ｏ
伝

や
コ
斜
　
〇
も
一
①ヽ∽∽一く
の　
付伸
栄
）
　
レ
こ
‐
ぢ
モ
↓鉄
・し
で
Ａ
壮
掃
刊
―
み
“
宇　
】」
あれ
レ
生
狛
行
似
，

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

し
た
表
現
に
よ
る
批
判
は
、

至
る
所
に
み
ら
れ
て
い
る
。

税
の
性
格
に
関
し
て
は
そ
の
他
に
、

所
得
税
は
商
工
業
者
の
よ
う

に
不
安
定
な
流
動
的
な
財
産
を
も
つ
者
と
地
主
の
よ
う
に
世
襲
的
な

財
産
を
も
つ
者
と
に
同
比
率
で
課
税
す
る
の
で

「
不
公
平
で
あ
る
」

と
い
う
意
見
、

「
国

珊
に
そ
ぐ
わ

批
い
」
、　

国
民
の

「
自
由
に
反
す

る
」
と
い
う
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、

ブ
ル
ー
ム
は
、

所
得
税
の
査
定
書
が

一
部
で
店
の
包
み
紙

の
ず
章
姫
却
森
陶
張
い
焼
地

ぃ
ぅ
衝
撃
的
な
事
実
を
暴
露
し
、

税
制

野
党
の
そ
の
他
の
反
対
意
見
と
し
て
は
、

所
得
税
は
戦
時
に
の
み

許
容
さ
れ
る
も
の
で
現
在
の
よ
う
な
平
和
時
に
は
廃
止
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
、

所
得
税
は
今
後
永
続
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、

政
府
の
浪
費
を
指
摘
し
、

歳
出

全
体
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
、

議
会
外
か
ら
数
多
く
の

請
願
が
寄
せ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、

国
民
全
体
が
所
得
税
に
反
対
し
て

い
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、

議
会
外
の
動
き
と
の
関
連
で
は
、

ブ
ル
ー
ム
が
請
願
運
動

の
継
続
を
議
会
外
に
呼
び
か
け
た
の
に
加
え
て
、

カ
ル
ク
ラ
ー
フ
ト

（】

Ｏ
ｐ
一〇ヽ
出
す）
が
人
民
不
在
の
反
対
運
動
で
は
所
得
税
廃
止
に
失

敗
す
る
恐

軌
杯
あ
る
と
し
、

議
会
外
と
の
結
束
を
主
張
し
た
の
が
目

立

っ
て
い
る
。

以
上
の
野
党
の
反
対
意
見
を
み
る
と
、

所
得
税
を
政
府
提
案
の
大

―- 40 -―- 4 1 -



一
八
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
世
論

（新
谷
）

規
模
な
陸
軍
と
同
様
に
、

イ
ギ
リ
ス
の

「
国
制
」
や

「
自
由
」
に
関

わ
る
極
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ほ
か

野
党
の
反
対
意
見
は
先
述
し
た
議
会
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
請
願
の
主

張
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、

ブ
ル
ー
ム
ら
の
議
会
外

へ
の
請
願
の
呼
び
か
け
に
応
え

る
よ
う
な
形
で
議
会
に
数
多
く
の
請
願
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、

野
党
と
議
会
外
と
の
間
に
は

一
定
の
協
調
関
係
が
存

在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
、

政
府
は
こ
の
審
議
に
お
い
て
は
、

野
党
に
対
す
る
有
効
な

反
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
き
な
か
っ
た
。

政
府
か
ら
は
所
得
税
は
公
平
な
税
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
を
支
持
す

る
意
見
が
い
く
つ
か
出
さ
れ
た
が
、

所
得
税
継
続
の
効
果
を
積
極
的

に
主
張
す
る
意
見
は
極
め
て
少
な
か

っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、

寂
鞠
と
外
相
が
、

税
の
継
続
が
公
信
用
の
回
復
に
役
立
つ
と
し
た
の

み
で
、

ほ
か
に
は
そ
の
効
果
を
主
張
す
る
意
見
は
殆
ど
み
ら
れ
な
か

っ
た
。

さ
ら
に
、

政
府
の
対
応
の
ま
ず
さ
も
目
立

っ
た
。

そ
れ
は
、

政
府

が
所
得
税
に
関
す
る
修
正
案
を
提
示
す
る
の
が
遅
れ
た
こ
と
に
端
的

に
現
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、

政
府
が
実
質
的
な
修
正
案
を
示

し
た
の
は
議
会
開
会
か
ら

一
カ
月
以
上
も
過
ぎ
た
三
月
五
日
で
、

こ

の
日
に
蔵
相
は
、

シ
Ｆ
ア
ュ
ー
ル
Ｂ
（主
に
借
地
農
が
課
税
対
象
者
）

に
つ
い
て
所
得
の
査
定
方
法
を
従
来
の
地
代
の
四
分
の
三
と
す
る
方

０
所
得
税
継
続
動
議
の
否
決

陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議
が
政
府
の
予
想
以
上
に
長
引
い
た
こ
と

な
ど
を
背
景
に
、

政
府
は
所
得
税
継
続
動
議
の
提
出
を
延
期
せ
ざ
る

を
え
な
か

っ
た
が
、

ょ
う
や
く
そ
の
提
出
及
び
採
決
の
日

（
三
月

一

八
日
）
が
や

っ
て
き
た
。

こ
の
日
の
朝
に
も
政
府
は
勝
利
を
確
信
し
て
い
た
が
、

そ
の
反
面
、

二
、

三
日
前
に
は
外
相
が
与
党
議
員
に
対
し
て
緊
急
の
登

院

命

令

（ヨ
ゴ
●
）
を
出
し
て
い
た
。

こ
の
日
の
所
得
税
継
続
を
め
ぐ
る
審
議
の
最
初
に
、

蔵
相
は
議
会

が
既
に
陸
軍
予
算
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
か
ら
当
然
そ
れ
に
見
合

っ

た
財
源
も
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
、

所
得
税
継
続

の
動
議
を
提
出
し
た
が
、

こ
の
段
階
に
な

っ
て
よ
う
や
く

シ
ェ
デ

ュ

ー
ル
Ｄ

（
主
に
商
工
業
者
が
課
税
対
象
者
）
に
関
す
る
修
正
案
を
提

示
し
た
。

そ
の
修
正
案
の
内
容
は
、

商
工
業
者
の
経
営
内
容
が
表
面
化
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
、商

工
業
者
自
身
が
指
名
し
た
判
定
人

↑
●
ｈ和外

的じ

に
査
定
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
な

っ
て
い
た
。

そ
の
後
、

今
ま
で
の
審
議
と
同
じ
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た

後
、

い
よ
い
よ
採
決
と
な

っ
た
。

結
果
は
、

政
府
の
予
想
に
反
し
て

動
議

へ
の
反
対
票
が
二
三
八
票
、

賛
成
票
が
二
〇

一
票
で
政
府
党
の

（３
）

敗
北
と
な
り
、

所
得
税
は
廃
止
と
決
定
し
た
。

『議
会
議
事
録
」
は
、

こ
の
模
様
を

「票
数
が
議
場
で
発
表
さ
れ

史
苑

（第
五
十
巻
第
一
号
》

法
か
ら
三
分
の

一
と
す
る
方
法

へ
修
正
す
る
こ
務
）

農
業
不
況
に
よ

っ
て

（
地

孤
収
入
が
減

っ
た
地
主
に
も
減
税
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を

表
明
し
た
。

し
か
し
、

商
工
業
者
に
対
し
て
は
何
ら
修
正
案
を
示
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。

こ
う
し
て
、

議
会
は
開
会
以
前
と
は
対
照
的
に
、

野
党
優
勢
、

政

府
党
劣
勢
の
気
配
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

注ヽ
ヽ
や
ヽ
』Ｓ
ヽ
きＦ
　
ど
、Ｏ
ｒ
　
ω
Ｎ
▼　
●
　
∞
岸ｏ
〕
〔）〇
卜
・

所
得
税
に
対
す
る
こ
う
し
た
反
対
意
見
は
、

前
年

一
〇
月
の

『
エ
デ

ィ
ン
バ
ラ

・
レ
ヴ

ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
財
政
制
度
」

（コ
思
呂
王

∽
あ
↑ｏ
Ｓ
）
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
も
既
に
み
ら
れ
た
。
そ
の
論
文
で

は
、

所
得
税
は

「
圧
制
的
で
」
、

「
国
制
の
諸
原
理
に
反
す
る
」

税
と
さ

れ
て
い
た
。
的
単
ヽ
中
ミ
的
革
為
Ｓ
」ミド

く
ｏ
十
ぷ
】
冨
Ｓ
）
や

０
８

」電
ざ
ヽ
ちｓ
ヽ
ミ
】
＜
ざ
一
　
ω
∞
】
ｏ
や　
や
ｐ

けヽ
ヽヽ
一ｔ
　
メ
Ｏヽ
ｒ
　
ω
や
】
●
　
０
卜
Ｏ
】
岸〇
伽
中・

為
Ｈ
ミ
ｔ
ョヽ
ｏ
ｒ
　
ω
ド

●
・　
ω∞
Ｐ

【
中や
ｒ

こ
の
修
正
に
よ
り
、

地
代
支
払
い
が

一
五
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
借
地
農

は
、

査
定
所
得
が
免
税
点
の
五
〇
ポ
ン
ド
と
な
る
の
で
、

全
面
的
に
免

税
と
な
る
。

（
７
）

き
ミ
ｔ
く
ュ
　
網
】
や

】
Ｓ
Ｐ

や
や

】置
Ｔ
Ｅ
烏

る
や
い
な
や
、

大
き
な
喝
条
が
わ
き
起
こ
り
数
分
間
続
い
た
。

同
じ

よ
う
な
歓
喜
の
声
は
議
事
堂
内
の
Ｐ
ビ
ー
と
廊
下
に
い
た
群
衆
か
ら

（
・を
）

も
あ
き
起
こ
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
も

さ
ら
に
、

三
月

一
九
日
付
の

『
ザ

・
タ
イ
ム
ズ
』
は
所
得
税
廃
止

の
勝
利
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
勝
利
に
た
と
え
、

そ
れ
は

「
ョ
ー

ロ
ッ
パ
の
軍
事
独
裁
者
に
対
す
る
勝
利
に
等
し
い
く
ら
い
重
要
な
勝

利
、

す
な
わ
ち
、

所
得
税
と
い
う
財
政
独
裁
制
ａ
∽８
】
静
瑠
ｏ
計
ヨ
）

に
対
す
る
勝
利
」
で
あ
る
と
し
て
そ
の
勝
利
を
称
え
た
。

ま
た
、

筆
者
は
試
み
に
、

『議
会
議
事
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

反
対
票
を
投
じ
た
議
員

（多
数
派
）
と
賛
成
票
を
投
じ
た
議
員

（少

数
鷹
キ
の
選
挙
区
の
地
理
的
な
分
布
状
況
を

伊
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
』
一第
一
〇
巻
の
選
挙
区
を
示
し
た（？

）

地
図
と
ジ
ャ
ッ
ド
の
著
書
『
下
院
議
員
　
一
七
三
四
―

一
八
三
二
年
』

を
も
と
に
分
析
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
四
〇
州
の
場
合
で
み
る
と
、

国
民
全

体
が
所
得
税
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
議
会
内
外
の
指
摘
を
一晏
付
け
る

よ
う
に
、

反
対
票
を
投
じ
た
都
市
選
挙
区
選
出
議
員
、

州
選
挙
区
選

出
議
員
の
い
ず
れ
も
出
し
て
い
な
い
州
は

ハ
ン
テ
ィ
ン
ド
ン
シ
ャ
ー

（■
Ｆ
津
ま
的
伊
湯
軍

Ｃヽ
　
一
州
だ
け
で
あ
り
、　

さ

ら

に
、　

反
対
票

を
投
じ
た
都
市
選
挙
区
選
出
議
員
を
出
し
て
い
な
い
州

も

ダ

ラ

ム

（∪
岳
Ｊ
申
Ｂ
）

州

一
州
だ
け
で
あ

っ
た
。

政
府
党
の
敗
北
は
、

そ
れ

ま
で
与
党
を
支
持
し
て
い
た
約
八
〇
名
の
議
員
ら
が
反
対
派
に
回
ゆ

2  16 5 4 3
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八
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議
会
と
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論
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谷
）

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
が
、

投
票
動
向
を
さ
ら
に
み
る
と
、

所
得
税
制

が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
議
員
が
数
多
く
棄
権
す

る
な
ど
、

複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
う
し
た
中
で
、

議
会
内
の
動
き
の
み
な
ら
ず
議
会
外

の
動
き
を
も
考
慮
に
入
れ
る
時
、

こ
う
し
た
投
票
結
果
を
も
た
ら
し

た
原
因
の
第

一
に
は
、

世
論
の
高
揚
、

具
体
的
に
は
請
願
運
動
や
少

な
く
と
も

一
八
の
州
集
会
の
開
催
な
ど
が
議
員
に
強
く
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

事
実
、与

党
系
の
議
員
の
中
に
は
、

個
人
的
に
は
所
得
税
の
継
続
に

賛
成
で
あ

っ
た
も
の
の
、

「
地
方
」
合
ｏ
●
ユ
慢
）
の
全
般
的
な
反
対
を

知

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
人
民
の
声
に
逆
ら
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う

旨
の
発
言
を
議
会
で
行
い
、

実
際
に
反
対
票
を
投
じ
た
議
員
も
い
た
。

ま
た
、

世
論
の
高
揚
に
関
し
て
は
、

先
述
し
た
所
得
税
廃
止
の
勝

利
を
称
え
る

『
ザ

・
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
事
は
、

当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
と
い

う
の
は
、

当
時
の
中
央
紙
は
政
党
か
ら
援
助
金
を
受
け
る
な
ど
政
党

と
の
結
び
付
き
が
強
く
、

『
ザ

・
タ
イ
ム
ズ
』
も
当
該
期
は
、

ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
政
府
系
の
立
場
を
と

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
伊
。

次
に
、

政
府
党
敗
北
に
至
る
投
票
結
果
を
も
た
ら
し
た
原
因
の
第

二
に
は
、

野
党
の
反
対
運
動
が
功
を
奏
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

特
に
ブ
ル
ー
ム
は
会
期
中
、

議
会
開
会
前
の
野
党
の
リ
ー
ダ
ー
不

在
の
状
態
を
克
服
し
て
自
ら
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
党
を
率
い
、

審
議

に
お
い
て
政
府
を
苦
し
い
立
場
に
追
い
込
む
こ
と
に
か
な
り
の
程
度

成
功
し
て
い
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、

ブ
ル
ー
ム
は
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
ミ

火

旨
３
８

工
【じ

や
Ｚ
フ
ン
シ
ス
・
。フ

レ
イ
ゑ

甲
営
矛

円
Ｆ

ｅ

ら
改
革
派
と
の
協
力
関
係
の
樹
立
を
試
み
る

一
方
で
、

先
述
し
た
よ

う
に
議
会
外
に
請
願
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て
、

党
と
議
会
外
と
の

間
に

一
定
の
協
調
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
た
。

以
上
を
一異
付
け
る
よ
う
に
、

自
身
の
手
に
よ
る

『書
簡
集
』
に
お

い
て
ブ
ル
ー
ム
は
、

所
得
税
に
対
す
る
反
対
運
動
が
予
想
以
上
に
活

発
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
、

政
府
の
対
応
の
ま
ず
さ
と

し
て
、

自
分
自
身
に
議
会
外
に
請
願
を
呼
び
か
け
る
こ
と
な
ど
を
可

能
に
さ
せ
た
こ
と
と
、

政
府
が
短
期
間
に
所
得
税
継
続
動
議
を
可
決

す
る

め
一
失
敗
し
て
請
願
運
動
を
刺
激
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
ブ
ル
ー
ム
自
身
の
記
録
か
ら
も
、

議
会
外
の
世
論
の
高
揚
、

と
り
わ
け
請
願
運
動
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

注

（Ｉ
）

卜
・
卜
の立
コ
堂
一
　
い
や
‐ミ
磯
ヽヽ
ｓ
ヽヽい
や
Ｓ
ヽ
ヽ
ヽヽ
ミ
車ヽ
も　
一ミ
や
付

や
ヽヽ
せ
ヽ

夕
ヽ
い
”
ｏす
●
の命０ヽ
】
【Ｃ
Ｎ
Ｎ
】
●
・　
〇
〇
・

（
２
）
　

ドヽ
や
ヽ
ちや
ヽ
ミ
】
く
ｏ
ｒ　
ω
Ｐ
　
や
や　
卜
時
■

卜
∞
Ｎ
　
卜
∞
ド

（
３
）

審
議
が
深
夜
ま
で
続
い
た
た
め
、

実
際
に
採
決
が
行
わ
れ
た
の
は
三

月

一
九
日
の
午
前

一
時
過
ぎ
で
あ

つ
た
ｏ

（
４
）

き
」ヽ

】
く
ユ
・
樹
】
や

卜
盟
・

（
５
）

多
数
派
と
少
数
派
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
名
は
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

球ヽ
ヘヽト
】
コ
、〇
一
　
ω
ω
）
や
や
　ヽ
卜
リ
トー
ト
研
り

（
６
）
　
∪
「
田
】
Ｆ
ｏ
【
つ

い
ｏ
ヽ

マ
Ｆ
【
く
刃
Ｄ
つ
り
ｏ
日
ｏ
台
毎
の
し
，　
的

おヽ
母
』
苺
　
民

ヤヽ

ヽ
Ｓ
ヽ
６ヽ
や
　ヽ
い
）ｏ
Ｓ
ヽ
も
もヽ
ヽ
」ち　
、
Ｎ
ヽ
ヽ
‐
ヽ
ヽ
∞
的
】
中口
Ｏ
Ｆ
い
Ｏ
Ｓ
）
い
Ｏ
〇
〇
　ヽ
コ
、〇
≡
　
中
〇
・

（
７
）
　
Ｏ
，
句
】
】
ｏ
い
Ｐ
　
学
ヽ
も
ミ
寧
も
ヽ
ち
ｓ
ヽ

杓
ミ
、ま
へ申ミ
ミ
ミ

点
ヽ
』
ペ
ー
汽
∞
』
や

Ｚ
Ｏ
電

申占
い
く
①
，
ヤ　
Ｑ
Ｏ
”
，
ｔ
　
【
ｏ
Ｏ
α
・

（
８
）

当
該
期

の

『
ザ

・
タ
イ
ム
ズ
』

に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

に′
　
卜
あ
や
【Ｆ
Ｄ
Ｅ
▼　
ヽ
ざ
ヽ
」ヽ
〔ヽ
ら
ヽ
ヽ
ミ

ヽヽ
も
　
さヽ
どヽ
』ち
ヽ
ヽ
∞
０
‐
ヽ
∞
輪
や
】
Ｆ
Ｏ
停
α
Ｏ
ｐ
】

中〇
卜
〇
】
●
ｏ
・　
ヽ
卜
‐
ヽ
∞
）
∞
【
や
―
∞
中
ヽ
・

（
９

）
　

母
Ｌ
Ｏ
●
∞
す
い
呂

）

ｏ
ヽ
　

単

卜
）

や
　

∞
岸
ｐ

ω
岸
や

展
　
望

所
得
税
継
続
に
失
敗
し
た
政
府
は
、

そ
れ
に
続
い
て
戦
時
の
麦
芽

税

（ヨ
ｐ
ｒ
Ｓ
じ

継
続
も
自
ら
断
念
し
た
が
、
し
か
し
、　

一
方
の
野

党
は
所
得
税
廃
止
の
勝
利
の
後
、

会
期
中
の
続
く
採
決
で
は
全
く
勝

利
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

政
府
の
再
結
集
を
許
す
こ
と
に
な

っ

た
。

こ
の
原
因
に
は
、

所
得
税
廃
止
を
め
ぐ
り
指
導
的
な
役
割
を
果

た
し
た
ブ
ル
ー
ム
が
そ
の
後
の
審
議
に
お
い
て
摂
政

（円
【中呂
●
刃
？

培
ュ
）
を
個
人
的
に
中
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
、

政
府
の
み
な
ら
ず
野

党
内
か
ら
も
非
難
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、

ブ
ル
ー
ム
は
党
の
リ
ー
ダ
ー
役
に
留
ま

っ
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、

こ
れ
以
後
、

野
党
は
再
び
リ
ー
ダ
ー
不
在
の

史
苑

（第
五
十
巻
第
一
号
）

状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、

野
党
内
で
は
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
表
沙
汰
に
な
ら

な
か
っ
た
党
内
の
意
見
の
相
違
が
、

翌

十
八

一
七
年
の
人
身
保
護
法

（Ｅ
い
汗
崩

⑤
ｑ
屯
易

＞
ｏじ
　
の
停
止
を
め
ぐ

っ
て
あ
ら
わ
と
な
り
、

（１
）

保
守
的
な
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
派
の
離
脱
と
い
う
事
態
に
も
見
舞
わ
れ
た
。

一
方
、

政
府
当
局
は
所
得
税
の
廃
止
に
よ
り
、　

一
八

一
六
年
と

一

七
年
の
財
政
計
画
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、

そ
の

際
、

再
結
集
し
た
政
府
党
は
議
会
内
外
で
要
求
さ
れ
た
「経
費
節
減
」
、

「節
約
」
に
自
ら
乗
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、

所
得
税
廃
止
後
ま
も
な
く
、

陸
軍
予
算
と
海
軍
予

算
を
削
減
し
、

さ
ら
に
、

王
室
費

（Ｑ
く
単
Ｆ
りじ
　
の
減
額
及
び
対

仏
戦
争
時
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
役
職
の
削
減
が
可
能
か
の
調
査
を

行

っ
た
。

こ
う
し
た
調
査
は
翌

一
八

一
七
年
の
下
院
の

「財
政
調
査

特
別
委
員
会
」
の
ｏ】８
す
ｏ
ｏ
３
コ
言
８

ｏ
Ｆ

可
Ｆ
Ｄ
Ｆ
８
）

に
お
い
て

も
行
わ
れ
、

そ
の
第

一
次
報
告
書
で
は
減
給
が
な
さ
れ
る
べ
き
役
職
、

廃
止
さ
れ
る
べ
き
閑
職

（∽Ｆ
ゆ
骨

じヽ

が
勧
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

政
府
は
こ
れ
ら
の
調
査
を
受
け
、

ま
ず
、

陸
軍
予
算
と

海
軍
予
算
を
再
び
削
減
し
、

次
に
、

王
室
費
を
減
額
し
た
ほ
か
、

対

郊
紳
隷
帥
北
効
離
北
岬
節
め

れ
た
役
職
の
う
ち
で
不
要
と
さ
れ
た
も

こ
う
し
て
、

政
府
党
と
野
党
は
平
和
の
最
終
的
な
確
立
以
前
の
議

会
と
同
様
に
、

結
集
と
リ
ー
ダ
ー
不
在
と
い
う
対
照
的
な
動
き
を
み
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せ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、　

一
八
十
六
年
六
月
の

『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・

レ
ヴ

ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、

当
該
期
の
政
党
に
つ
い
て
興

味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「国
制
」

（
●
ｏ
湯

許

ユ

中ｏ
Ｄ
）

及

び

「
代

議

制

」

（
刃

せ

る

格

ュ

申
”
【お

∽
あ

お

ヨ

）

に
関
す
る
こ
の
論
文
は
、

下
院
議
員
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

第

一
は

「
政
府
」
（Ｉ
Ｆ
〓
増
）
か

「
野
党
」
（〇
●
８
∽ュ
ｏ
じ

に
属

す
る
議
員
、

第
二
は
概
し
て

「
政
府
」
を
支
持
す
る
政
府
系
の
議
員
、

第
三
は

「
独

地
４

合
【】詩
鴨
許
．。
，
８
）
に
自
負
を
も

つ
議
員
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、

ネ
ー
ミ
ア
が

一
八
世
紀

の
下
院
議
員
を
三
つ
に
分
類
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
、

す
な
わ

ち
第

一
は

「
政
治
家
」
勺
ｏ
吾
【命
【い
易
）
、

第
二
は

「宮
廷

・
行
政
府

党
」
（ｏ
ｏ
●
ユ

ｐ
ｐ
い
＞
い
ヨ
一日
】∽キヽ
い
付丁
Ｆ
円
い
二
く
）
、　

第
省
一は
　
「
カ
ン

ト
リ

軸
）
ジ

ェ
ン
ト
ル
メ
ン
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
点
で
非
常
に
注
目

さ
れ
る
。

ま
た
、

小
論
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
第

一
次
選
挙
法
改
正
以
前
に
お

い
て
も
二
大
政
党
制
的
な
側
面
が
強
く
み
ら
れ
た
と
す
る
オ
ゴ
ア
マ

が
熱
す
一
線
咋
的
中
球
如
本
詩
一”
争
〕
獅
跡

の
議
員
や
独
立
的
議
員

そ
し
て
、

こ
う
し
た
政
府
系
の
議
員
や
独
立
的
議
員
が
か
な
り
い

た
と
い
う
こ
と
は
、

小
論
で
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に

一
九
世
紀

の
初
頭
に
お
い
て
政
府
党
の
優
位
が
特
徴
的
で
あ

っ
た
も
の
の
、

こ

れ
ら
の
議
員
の
動
き
如
何
に
よ
っ
て
は
議
会
の
採
決
で
政
府
党
が
敗

北
す
る
可
能
性
も
場
合
に
よ
っ
て
は
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

実
は
、

そ
の
可
能
性
が
現
実
と
な

っ
た
典
型
的
な
事
例
が
、

小
論

の
主
要
な
検
討
対
象
で
あ
る
所
得
税
廃
止
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、

以
上
の
考
察
か
ら
、　

一
八
一
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
イ

呼卿いつ的競抑駒球触識劫姉る（の帥鴻帥力ヽな腰券嘘キ癖“ｂ晦

府
党
が
積
極
的
に
議
会
内
外
の
要
求
に
応
え
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、

近
代
政
党

へ
の
本
格
的
な
脱
皮
を
図

っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
併
せ
て
確
認
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、

そ
の
近
代
政
党

へ
の
本
格
的
な
脱
皮
を
図

っ
て
い
く
際

に
は
、

世
論
の
高
揚
、

と
り
わ
け
所
得
税
廃
止
を
要
求
す
る
請
願
運

動
の
盛
り
上
が
り
が
少
な
か
ら
ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、

所
得
税
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
動
き
に
関
し
て
付
け
加
え
て

お
く
と
、

政
府
党
内
で
は
所
得
税
廃
止
か
ら
約
三
年
を
経
て
そ
の
復

活
を
主
張
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

復
活
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、

主
な
閣
僚
が

「
一
八

一
六
年
の
熱
狂

（津

ｏヽ
Ｃヽ
」
（
ク
ッ

〕
艇

発

睡

薬

瑾

弱

圭ン

鋸

〕

一
八
四
二
年

（第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
）
ま
で
実
現
し
な
い
こ
と
に
な

とつ
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、

当
該
期
の
政
治
史
に
お
い
て
所
得
税
廃
止
を

要
求
す
る
請
願
運
動
の
盛
り
上
が
り
と
い
っ
た
議
会
外
の
動
き
が
占

め
る
重
要
性
を
改
め
て
物
語

っ
て
い
よ
う
。

小
論
は
、　

一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
を
議
会
外
の
動
き

を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
そ
の
さ
さ
や
か
な
第

一
歩
で
あ
る
。

一江

（１
）

虫
ヤ

∽
―
工

一運
ざ

Ｑ
・ヽもヽ
き
ヽヽ
きヽ
，

∞ヽＲ
Ｉ時や
Ｃ
」げ
Ｄｓ
Ｐ
【軍
卜
ｏ
やヽ

●
コ
　
】
Ｏ
∞
‐
岸
Ｏ
Ｃ
・

（
２

）

ゃ

ヽヽ
‐ヽ

Ｃヽ

Ｓ

中き

建

や

せヽ

Ｆヽ

可
肝

一

刃
増

Ｒ

奇
～
ヽ
ｏ
３

津

ｏ

解

岸ｏ
Ｒ

Ｏ
ｏ
，
Ｈ
】
≡
市命
の
　
ｏ
，
　
句
中わ
Ｄ
■
●
①
】
卜
∞
【
『

（
３
）

こ
う
し
た
政
府
自
ら
の
対
応
は
、　

一
人
二
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る

「
リ

ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
イ
ズ
ム
」

（軍
汀

単ヽ

弓
ｑ
く
チ
Ｂ
）

と
の
関
連
に
お

い
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

（
４
）

、
単
ヽヽ
い
ミ
・い
ヽ
為
ヽ
ま
へだ
豆
く
ユ
　
やｐ

一出
ｐ

●
甲

∞
ミの
あ
さ

（
５
）

松
清
高
嶺
、

前
掲
論
文
、　

一
五
七
―

一
五
人
頁
参
照
。

（
６

）

〇

】Ｏ
ｏ
】
ヨ

営
ｒ
　

へ句
い
ュ

く
　

句
ｏ
ｒ
”
討
∽

ま

一す
ｏ
　

円
い
と
】

Ｚ

Ｆ

Ｐ

め
①
】〕
一≡

Ｏ
ｏ巨
一●
】】
　
】∞
【Ｎ
‐ωや
ゴ
　
均
均
　
『
ф
‐ミ
リ

（
７
）

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

筆
者
は
オ
ゴ
ア
マ
ン
の
見
解
を
全
面
的
に
否
定

す
る
つ
も
り
は
な
い
。　

オ
ゴ
ア
マ
ン
が
当
該
期
の
政
治
史
を
分
析
す
る

に
当
た
り
、

最
近
は
社
会
史
的
な
視
点
も
取
り
入
れ
て
よ
リ
ト
ー
タ
ル

な
把
握
を
試
み
て
い
る
点
な
ど
で
は
、

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
。

（
８
）

ｇ
酔
のｏ
Ｐ

忌

〔
■
ヽ
甲

ふ
や

（
一
九
八
六
年
本
学
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

・
青
森
地
域
社
会

研
究
所
勤
務
》

史
苑

（第
五
十
巻
第

一
号
）

―- 46 -一- 47 -―


